
様式第２号(第９条関係) 

 

会    議    録 

附属機関等の名称 宮代町国民健康保険運営協議会 

会 議 の 名 称 令和 7年第 2回宮代町国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 令和 7年 8月 18 日(月)10 時 00 分 

開 催 場 所 宮代町役場 202 会議室 

出席委員の氏名 

稲山会長、武井会長代理、相良委員、金子委員、為ヶ谷委員、関根委員、

民上委員、金子委員 

合計 8名(定員 12 名) 

出 席 職 員 の 職 

氏 名 

榎本課長、齋藤主幹、稲宮主査 

会議の公開・非公開 公開 

傍 聴 の 可 否 可（傍聴人なし） 

会 議 資 料 の 名 称 資料 1  令和７年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

資料 2 宮代町国民健康保険保健事業実施計画の評価 

資料 3 令和６年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の状況 

資料 4 国民健康保険税の税率等の見直しについて 

会議録の作成方法     □全文記録    ■要点記録    □録音テープ 

審議の内容 

(発言者・発言内

容・決定事項等) 

１ 開 会 

２ 委嘱状の交付 

  交付対象者が欠席のため、次回交付する。 

３ 町長あいさつ 
４ 会長あいさつ 
５ 町からの諮問 

宮代町国民健康保険税の税率等の見直しについて 
町長から稲山会長へ諮問書が手渡された 

６ 議 題 

（１）報告事項 

  ①令和７年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につい  

 て 

《事務局より資料 1に基づいて説明》 

【意見、質疑等】 

   特になし 

 

②宮代町国民健康保険保健事業実施計画の評価 

《事務局より資料 2に基づいて説明》 

【意見、質疑等】 

 委 員 重複（多剤）服薬対策の見直し改善の案について、対象者  

の抽出方法をどのようにしていくのか。 

 事務局 同一月内に同じ薬を複数医療機関から処方されている者、９

種類以上処方されている者を抽出している。抽出した中に

 



は、必要で処方されている人もいるので、抽出方法を検討し

ていく。 

 委 員 ジェネリック医薬品の県平均はどのくらいか 

  事務局 月ごとの数字ですが、令和 6 年 4 月県平均が 83.6％、宮代

町が 82.8％、5 月県平均が 84.0％、宮代町が 82.8％、6 月

県平均が 84.4％、宮代町が 83.4％、7 月県平均が 84.2％、

宮代町が83.1％で県平均より1・2ポイント低くなっている。 

      ジェネリック医薬品は、大分普及が進んでおり、初めからジ

ェネリックが処方される。 

 

  委 員 見直し改善の案で 40 代 50 代の若い世代に対して、インセン

ティブの活用や効果的な受診勧奨をどのようするのか 

  事務局 令和７年度は、初めて特定健診を受診した方、過去２年間令

和５・６年度未受診で、令和７年度受診した方を対象にクオ

カードを差し上げている。また、LINE を活用した受診勧奨の

後はインターネット予約が増えるので 40 代 50 代が受診に

繋がるような方法を検討する。 

  委 員 40 代 50 代は何人くらいいるのか 

  事務局 40 代が 623 人で全体の 14％、50 代が 831 人で全体の 18％ 

 

  会 長 重複服薬対策事業で予算が 0円だが、どこかの事業でやって

いるのか 

  事務局 対象者の抽出は、国保連合会のシステムで自前で抽出して通

知を出すものなので特に予算はない。 

 

（２）審議事項 

①令和６年度宮代町国民健康保険特別会計決算（案）の承認について 
《事務局より資料 3に基づいて説明》 

【意見、質疑等】  

    会 長 令和６年度約 7100 万円の赤字となっているが、納付金は

前年度に比べ約 1300 万円減っている。そもそも保険税の

設定が低すぎるのでは 
事務局 埼玉県が示す標準保険税率は赤字にならない税率となっ

ているので、標準保険税率に近づいていかないと足らなく

なり赤字となる。 

 

会 長 納付金が減った理由は、町民の努力や健康意識の高まりや

町の施策が功を奏したのか 

事務局 後期高齢者への移行等、被保険者数の減が原因である。総

額は減っているが、一人当たりの金額は増えている。 

 

  【審議結果】 



全員賛成 

 

②宮代町国民健康保険税の税率等の見直しについて（諮問） 
《事務局より資料 4に基づいて説明》 

【意見、質疑等】 

   会 長 令和７年度の赤字解消の見込額が約 1100 万円となってい

るが、目先の目標としては、1100 万円の赤字解消というこ

とか 

   事務局 令和 7年度の納付金に不足が生じたため、増額補正してい

る。合わせて 2000 万円の赤字となる見込み 

       令和８年度予算では、赤字があっても、決算で赤字がなく

なればよい。 

       どのくらい税率を上げるかは、2000 万円の赤字を解消す

る程度か余裕をもって設定するかは検討する必要がある。 

また、７年度の収納率の変化も見定めていかなくてはなら

ない。収納率が下がってしまっては、税率を上げた意味が

なくなってしまう。 

       宮代町と同規模の自治体で、千葉県富津市が先行して税率

改正を行っており、収納率の変化を聞いたところ 0.1 ポイ

ントの減で済んだそうである。 

 

   委 員 保険税の収納率は県内市町村の数字を把握しているのか 

   事務局 各市町村の収納率は、県で取りまとめている。宮代町の収

納率は良い方である。市は収納率が低く、町村は高い傾向

にある。 

 

会 長 令和７年度の収納率について、次回 11 月の運営協議会で

わかる範囲で情報提供してほしい 

事務局から次回、赤字解消に向け、改正税率案を提示して 

いただけるとのことである。 

事務局からの現状分析や赤字解消のため税率等を見直さ

なければならない根拠等の説明や委員の皆様からの質疑

もいただいたところである。 

次回の運営協議会において、事務局から具体的な税率等を

提示いただいたうえで、審議することとする。 

   以上で審議終了 

 

（３）その他 

次回（第 3回）開催予定日等、スケジュールについて 
第 3回は 11 月頃、第 4回は 1月頃開催予定。 

７ 閉会 

 


